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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給湯系の状態を検出する状態検出手段と、
　この状態検出手段から出力される状態検出情報が所定の特定条件を満たすとき個別指令
の入力がなくても特定運転動作を自動的に実行する自動運転制御モードを有する運転制御
手段と、
　この運転制御手段により実行される特定運転動作が予測し得る動作以外のものとして予
め設定した非予測動作に該当するときその非予測動作の内容を音声により報知する非予測
動作報知手段と、
　非予測動作報知手段に対し再報知指令を出力するリプレイスイッチと
を備えており、
　上記非予測動作報知手段は、上記リプレイスイッチからの再報知指令を受けて既に行っ
た音声報知と同じ内容の音声報知を再度繰り返すように構成されている、給湯系制御装置
。
【請求項２】
　給湯系の状態が所定の特定条件を満たすときには個別指令の入力がなくても特定運転動
作を自動的に実行する自動運転制御モードを備えた運転制御手段に対し遠隔制御信号を出
力する給湯系制御装置において、
　上記自動運転制御モードによる特定運転動作が予測し得る動作以外のものとして予め設
定した非予測動作に該当するときその非予測動作の内容を音声により報知する非予測動作



(2) JP 4122651 B2 2008.7.23

10

20

30

40

50

報知手段と、
　非予測動作報知手段に対し再報知指令を出力するリプレイスイッチと
を備えており、
　上記非予測動作報知手段は、上記リプレイスイッチからの再報知指令を受けて既に行っ
た音声報知と同じ内容の音声報知を再度繰り返すように構成されている、給湯系制御装置
。
【請求項３】
　給湯系の状態が所定の特定条件を満たすときには個別指令の入力がなくても特定運転動
作を自動的に実行する自動運転制御モードを備えた運転制御手段に対し遠隔制御信号を出
力する給湯系制御装置であって、上記給湯系が風呂用熱交換回路を含み、風呂用熱交換回
路は循環ポンプの吸い込み作動により戻し管路から追い焚き用熱交換器に戻される浴槽内
の湯水を往き管路を通して再び上記浴槽内に戻して循環・追い焚きさせるようになってお
り、上記特定運転動作を自動的に実行する自動運転制御モードの１つとして、上記戻し管
路及び往き管路に自動的に注湯して内部に残留している湯水を浴槽に排出させる洗浄運転
動作を実行する洗浄運転モードを有している、給湯系制御装置において、
　上記自動運転制御モードによる特定運転動作が予測し得る動作以外のものとして予め設
定した非予測動作に該当するときその非予測動作の内容を音声により報知する非予測動作
報知手段を備え、かつ、
　上記洗浄運転モードによる洗浄運転動作が上記非予測動作として予め設定されて、上記
運転制御手段により自動的に実行される自動運転制御モードの特定運転動作が上記予め設
定した洗浄運転モードによる洗浄運転動作に該当するか否かを判別する非予測動作判別手
段を備えており、
　上記非予測動作報知手段は、上記給湯系の状態が所定の特定条件を満たすときであって
、自動運転制御モードにより実行される特定運転動作が上記非予測動作判別手段により上
記非予測動作である洗浄運転動作であると判別されたときその非予測動作の内容を音声に
より報知するように構成されている、給湯系制御装置。
【請求項４】
　給湯系の状態が所定の特定条件を満たすときには個別指令の入力がなくても特定運転動
作を自動的に実行する自動運転制御モードを備えた運転制御手段に対し遠隔制御信号を出
力する給湯系制御装置であって、上記給湯系が風呂用熱交換回路を含み、風呂用熱交換回
路は循環ポンプの吸い込み作動により戻し管路から追い焚き用熱交換器に戻される浴槽内
の湯水を往き管路を通して再び上記浴槽内に戻して循環・追い焚きさせるようになってお
り、上記特定運転動作を自動的に実行する自動運転制御モードの１つとして、上記循環ポ
ンプを作動させて上記浴槽内の湯水を戻し管路及び往き管路に通して循環させて凍結予防
運転を実行する凍結予防運転モードを有している、給湯系制御装置において、
　上記自動運転制御モードによる特定運転動作が予測し得る動作以外のものとして予め設
定した非予測動作に該当するときその非予測動作の内容を音声により報知する非予測動作
報知手段を備え、かつ、
　上記凍結予防運転モードによる凍結予防運転動作が上記非予測動作として予め設定され
て、上記運転制御手段により自動的に実行される自動運転制御モードの特定運転動作が上
記予め設定した凍結予防運転モードによる凍結予防運転動作に該当するか否かを判別する
非予測動作判別手段を備えており、
　上記非予測動作報知手段は、上記給湯系の状態が所定の特定条件を満たすときであって
、自動運転制御モードにより実行される特定運転動作が上記非予測動作判別手段により上
記非予測動作である凍結予防運転動作であると判別されたときその非予測動作の内容を音
声により報知するように構成されている、給湯系制御装置。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の給湯系制御装置であって、
　上記非予測動作報知手段は、特定運転動作を実行する前、実行開始時、及び、実行途中
の内から選択した１以上の時点に音声報知を行うように構成されている、給湯系制御装置
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。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の給湯系制御装置であって、
　上記非予測動作報知手段の作動をオン・オフ切換え可能に選択する選択スイッチを備え
ている、給湯系制御装置。
【請求項７】
　請求項１記載の給湯系制御装置であって、
　運転指令の入力を行うリモートコントローラを備え、
　このリモートコントローラには非予測動作報知手段の一部を構成するスピーカが設けら
れ、
　上記非予測動作報知手段は上記スピーカにより音声報知を行うように構成されている、
給湯系制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば給湯器、風呂釜、温水暖房機あるいはこれらを複合した風呂釜付給湯器
等の給湯を行う給湯系の運転制御を行うために用いられる給湯系制御装置に関し、特に、
上記給湯系の運転制御において使用者もしくは操作者が予測し得る動作以外の非予測動作
を自動的に行う場合にその非予測動作の内容を音声により報知するものに係る。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、給湯系制御装置として、例えば風呂釜の運転制御において入浴後の排水により
浴槽内の水位が所定レベルまで低下した場合にはそれを検出して浴槽と熱交換回路との間
の循環管路等の洗浄を行う必要のあることをリモートコントローラの液晶表示部に表示す
るようにしたものが知られている（例えば、特開平１０－１０３７８６号公報参照）。こ
のものでは、上記リモートコントローラ（以下「リモコン」と略称する）に表示すること
により使用者に洗浄運転を行わせる時期を知らせるようにして、使用者をして洗浄運転指
令の入力を適切なタイミングで行わせようとしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、近年、確実に適切なタイミングでの洗浄運転を実現するために、入浴のための
浴槽への注湯、追い焚き、足し湯等の運転制御を行った場合には、浴槽内の水位が例えば
空だき水位まで低下すると使用者による洗浄運転指令の入力がなくても自動的に洗浄運転
を実行する自動運転制御モードを備えた給湯系制御が出現してきている。この場合の洗浄
運転においては、洗浄運転の実行開始により、清浄な湯水が新たに循環管路に対し自動的
に注湯されて循環管路内に残っている入浴後の汚れた湯水が浴槽内に排出されることにな
る。これにより、循環管路等への湯垢の付着等を確実に防止して清浄な状態に維持するよ
うに図られることになる。
【０００４】
しかるに、このような自動運転制御モードによる洗浄運転は、上記の水位低下等の所定の
実行条件が成立すれば自動的に実行されるため、使用者にはその洗浄運転が実行される時
期を予測し得ない上に、例えば使用説明書等に記載された案内情報を読んでいない使用者
においては洗浄運転が自動制御で行われること自体も分からない場合がある。このような
場合、洗浄運転の実行により循環管路から浴槽に汚れたお湯が勝手に出てきたり、循環管
路への自動注湯のために他の給湯栓の出湯量が一時的に変動したりするという予測し得な
い動作・現象が生じるため、使用者においては風呂釜もしくは給湯器に故障が発生したと
の誤解を招くおそれが生じる。
【０００５】
このような場合に対処するために、上記の従来技術を応用してリモコンの表示部に自動洗
浄運転中である表示を行うことも考えられるが、故障発生と誤解した使用者がその表示を



(4) JP 4122651 B2 2008.7.23

10

20

30

40

50

見なければ分からず、また、見たとしてもその表示と現実の現象面とを結びつけて理解で
きないこともあり、そのような使用者は依然として故障発生と誤解したままになる。また
、上記リモコンにランプの点滅やブザーの吹鳴を行わすことも考えられるが、故障発生と
誤解した使用者に対してはますますその誤解を強めさせて不安感を増大させる結果に終わ
ることが予想される。
【０００６】
このような事情は、給湯系制御装置が例えば凍結予防運転制御等の自動運転制御モードを
備えている場合等にも同様に起こり得る。この場合には、冬季等に外気温が所定温度以下
に低下した場合に屋外配管された循環管路等の凍結を防止するために、温度条件等が所定
の条件を満たせば循環ポンプが自動的に作動されて浴槽内の残湯が循環管路内に循環され
るため、使用者においては循環ポンプが勝手に作動し始めるという予測外の動作に対し故
障が発生したとの誤解を招くおそれが生じる。
【０００７】
以上のように、使用者にとっては自動運転制御モードの付加によりますます便利になる反
面、認識不足等に起因して誤解を招くおそれも増大することになるという問題がある。
【０００８】
本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、自動
運転制御モードによる運転の実行により使用者にとって非予測動作が行われる場合に、自
動運転が行われることやその自動運転の内容を使用者に対し確実に認知せしめるようにす
ることにより、故障発生等の誤解発生及び不安感の発生を未然にかつ確実に防止すること
にある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明は、給湯系において自動運転制御モードによる自動
運転の実行条件が成立する状態になれば、その自動運転による装置の動作が使用者にとっ
て予測し得ない非予測動作である場合にはその非予測動作の内容を音声により報知して使
用者の聴覚及び知覚を通して確実に認識せしめればよいことに着目してなされたものであ
る。給湯系制御装置の全体に係る第１の発明と、自動運転制御モードを備える既存装置に
対し後付けにより組み込み可能なリモコンとして実現される第２の発明に属する発明とか
らなる。
【００１０】
　具体的に、第１の発明は、給湯系の状態を検出する状態検出手段と、この状態検出手段
から出力される状態検出情報が所定の特定条件を満たすとき個別指令の入力がなくても特
定運転動作を自動的に実行する自動運転制御モードを有する運転制御手段と、この運転制
御手段により実行される特定運転動作が予測し得る動作以外のものとして予め設定した非
予測動作に該当するときその非予測動作の内容を音声により報知する非予測動作報知手段
とを備えることを特定事項とするものである。加えて、非予測動作報知手段に対し再報知
指令を出力するリプレイスイッチを備え、上記非予測動作報知手段として、上記リプレイ
スイッチからの再報知指令を受けて既に行った音声報知と同じ内容の音声報知を再度繰り
返す構成とするものである。
【００１１】
　また、第２の発明に属する請求項２に係る発明は、給湯系の状態が所定の特定条件を満
たすときには個別指令の入力がなくても特定運転動作を自動的に実行する自動運転制御モ
ードを備えた運転制御手段に対し遠隔制御信号を出力する給湯系制御装置を前提として、
　上記自動運転制御モードによる特定運転動作が予測し得る動作以外のものとして予め設
定した非予測動作に該当するときその非予測動作の内容を音声により報知する非予測動作
報知手段を備えることを特定事項とするものである。加えて、非予測動作報知手段に対し
再報知指令を出力するリプレイスイッチを備え、上記非予測動作報知手段として、上記リ
プレイスイッチからの再報知指令を受けて既に行った音声報知と同じ内容の音声報知を再
度繰り返す構成とするものである。
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　又、第２の発明に属する請求項３に係る発明は、給湯系の状態が所定の特定条件を満た
すときには個別指令の入力がなくても特定運転動作を自動的に実行する自動運転制御モー
ドを備えた運転制御手段に対し遠隔制御信号を出力する給湯系制御装置であって、上記給
湯系が風呂用熱交換回路を含み、風呂用熱交換回路は循環ポンプの吸い込み作動により戻
し管路から追い焚き用熱交換器に戻される浴槽内の湯水を往き管路を通して再び上記浴槽
内に戻して循環・追い焚きさせるようになっており、上記特定運転動作を自動的に実行す
る自動運転制御モードの１つとして、上記戻し管路及び往き管路に自動的に注湯して内部
に残留している湯水を浴槽に排出させる洗浄運転動作を実行する洗浄運転モードを有して
いる、給湯系制御装置を前提として、上記自動運転制御モードによる特定運転動作が予測
し得る動作以外のものとして予め設定した非予測動作に該当するときその非予測動作の内
容を音声により報知する非予測動作報知手段を備えるものである。加えて、上記洗浄運転
モードによる洗浄運転動作が上記非予測動作として予め設定されて、上記運転制御手段に
より自動的に実行される自動運転制御モードの特定運転動作が上記予め設定した洗浄運転
モードによる洗浄運転動作に該当するか否かを判別する非予測動作判別手段を備え、上記
非予測動作報知手段として、上記給湯系の状態が所定の特定条件を満たすときであって、
自動運転制御モードにより実行される特定運転動作が上記非予測動作判別手段により上記
非予測動作である洗浄運転動作であると判別されたときその非予測動作の内容を音声によ
り報知する構成とするものである。
　さらに、第２の発明に属する請求項４に係る発明は、給湯系の状態が所定の特定条件を
満たすときには個別指令の入力がなくても特定運転動作を自動的に実行する自動運転制御
モードを備えた運転制御手段に対し遠隔制御信号を出力する給湯系制御装置であって、上
記給湯系が風呂用熱交換回路を含み、風呂用熱交換回路は循環ポンプの吸い込み作動によ
り戻し管路から追い焚き用熱交換器に戻される浴槽内の湯水を往き管路を通して再び上記
浴槽内に戻して循環・追い焚きさせるようになっており、上記特定運転動作を自動的に実
行する自動運転制御モードの１つとして、上記循環ポンプを作動させて上記浴槽内の湯水
を戻し管路及び往き管路に通して循環させて凍結予防運転を実行する凍結予防運転モード
を有している、給湯系制御装置を前提として、上記自動運転制御モードによる特定運転動
作が予測し得る動作以外のものとして予め設定した非予測動作に該当するときその非予測
動作の内容を音声により報知する非予測動作報知手段を備えることとする。加えて、上記
凍結予防運転モードによる凍結予防運転動作が上記非予測動作として予め設定されて、上
記運転制御手段により自動的に実行される自動運転制御モードの特定運転動作が上記予め
設定した凍結予防運転モードによる凍結予防運転動作に該当するか否かを判別する非予測
動作判別手段を備え、上記非予測動作報知手段として、上記給湯系の状態が所定の特定条
件を満たすときであって、自動運転制御モードにより実行される特定運転動作が上記非予
測動作判別手段により上記非予測動作である凍結予防運転動作であると判別されたときそ
の非予測動作の内容を音声により報知する構成とするものである。
【００１２】
　ここで、第１もしくは第２の各発明における「自動運転制御モード」としては、例えば
洗浄運転動作，凍結予防運転動作もしくは循環ポンプが正常作動するか否かの判定を行う
ポンプ判定運転動作等の特定運転動作を特定条件の成立により自動的に実行するようにプ
ログラムもしくは回路構成されたものである。また、これらの他に「自動運転制御モード
」としては、リモコンへの予約時刻と沸き上がり温度との設定により予め注湯等を行い上
記予約時刻には設定温度で沸き上がっているようにする自動予約運転動作や、沸き上がり
後に所定時間範囲で設定温度に維持する保温運転動作等を特定運転動作とするものもある
。
【００１３】
第１の発明における「状態検出手段」としては、自動運転制御モードにより実行される特
定運転動作の種類に応じて異なり、その特定運転動作が洗浄運転である場合には注湯・追
い焚き等の風呂焚き指令である運転スイッチのＯＮ・ＯＦＦ操作の状態や浴槽水位の状態
等を検出する検出手段が挙げられ、凍結予防運転である場合には循環管路内等の水温の状
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態もしくは外気温の状態を検出する検出手段が挙げられる。なお、第２の発明においては
、このような状態検出手段を遠隔制御信号が出力される運転制御手段に付随するものとし
て備えていることを前提としている。
【００１４】
第１もしくは第２の各発明における「非予測動作報知手段」としては、例えば上記の特定
運転動作の種類毎に複数の音声ガイド情報を記憶させた記憶部と、実行される特定運転動
作に対応する音声ガイド情報を記憶部から読み込んで例えば合成音声に変換する音声変換
回路と、変換された合成音声を外部に出力させて使用者に報知させるスピーカとにより構
成すればよい。
【００１５】
また、このような音声報知を実行させる条件である「特定運転動作が予め設定した非予測
動作に該当するとき」を実現させる手段としては、その非予測動作に該当する特定運転動
作と予め関連付けておき自動運転制御モードがその特定運転動作の実行条件の成立を検出
したときに上記非予測動作報知手段による音声報知を実行させるようにしてもよいし、あ
るいは、上記非予測動作報知手段に対し特定運転動作が予め設定した非予測動作に該当す
るか否かを判別する非予測動作判別手段を付設するようにしてもよい。この場合には、上
記非予測動作報知手段を、給湯系の状態が所定の特定条件を満たすときであって、自動運
転制御モードにより実行される特定運転動作が上記非予測動作判別手段により非予測動作
であると判別されたときその非予測動作の内容を音声により報知するように構成すればよ
い。これは自動運転制御モードによる特定運転動作の種類が複数あって、使用者にとって
予測可能な動作と、非予測動作とが混在しているような場合に便宜となる。
【００１６】
例えば、自動運転制御モードによる特定運転動作が例えば洗浄運転の場合のように風呂焚
き運転指令による運転動作を前提として自動的に行われるような場合には、「運転制御手
段」はある運転指令の入力によりその運転指令に基づく運転動作を実行中に給湯系の状態
が所定の特定条件を満たすときには自動運転制御モードによる特定運転動作を行なうもの
であり、「非予測動作報知手段」による音声報知は特定運転動作が上記運転指令の内容か
ら予測し得る動作以外のものとして予め設定された非予測動作に該当するときに行われる
。なお、自動運転制御モードによる特定運転動作が例えば凍結防止運転の場合のように特
定の運転指令の有無に拘わらず主として気温もしくは水温の状態の変動のみに基づいて実
行される場合もある。
【００１７】
さらに、上記の音声報知を行うタイミングとしては、特定運転動作を実行する前、実行開
始時、及び、実行途中の内から選択した１以上の時点とすればよい。好ましくは、少なく
とも特定運転動作を実行する前に、あるいは、直前に行うようにすればよい。これにより
、特定運転動作が開始される前に使用者にこれから起きるであろう現象や動作を認知せし
めることが可能となるし、実行開始時や実行途中に繰り返し音声報知を行うことにより使
用者への認知度（報知度）をより高めて誤解発生等の確実な防止を図ることが可能となる
。
【００１８】
上記の音声報知のタイミングに関し、非予測動作報知手段による音声報知を特定運転動作
の実行前、実行開始時、及び、実行途中の各時点の内から選択した特定の２以上の時点に
行うように上記非予測動作報知手段の制御内容を予め定めておいてもよいし、上記の各時
点の特定の１回にのみ音声報知を行うように上記非予測動作報知手段の制御内容を定めて
おいてもよい。特定の２以上の時点もしくは１回のみのいずれの場合においても、上記非
予測動作報知手段に対し再報知指令を出力するリプレイスイッチを備えておき、使用者が
このリプレイスイッチをＯＮ操作することにより、既に行った音声報知と同じ内容の音声
報知を再度繰り返すように構成してもよい。これにより、使用者の要求に応じて同じ音声
報知が何度でも聴けるようになり、使用者への報知度をより一層高めて装置側で行われて
いる非予測動作が何であるかの認識を使用者に確実に得させることが可能になる。
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【００１９】
なお、第１の発明においては、上記の如き非予測動作報知手段の一部もしくは全部の構成
要素をリモコンに内蔵し得るようにしてもよい。通常、リモコンは浴室内、もしくは、浴
室近傍等に設置されるため、非予測動作に対する音声報知を使用者に対し確実に気付かせ
ることが可能となる上に、表示部に音声報知内容と対応する案内情報等も合わせて表示さ
せることにより認知のより一層の向上が図られる。音声報知に加えて上記の如き案内情報
をリモコンの表示部に併せて表示させる点は、第２の発明においても付加してもよい。
【００２０】
加えて、第１もしくは第２の各発明において、上記非予測動作報知手段の作動をオン・オ
フ切換え可能に選択する選択スイッチを備えるようにしてもよい。このような選択スイッ
チは例えば制御装置本体側のディップスイッチを使用したり、リモコンの既存のスイッチ
を組み合わせ使用したりするようにすることにより、新設することなく実現可能となる。
【００２１】
【発明の作用及び効果】
　以上、説明したように、第１もしくは第２の各発明の給湯系制御装置によれば、特定条
件が成立すれば使用者の意思に基づく運転指令の入力がなくても自動運転制御モードによ
り特定運転動作が自動的に実行されても、その非予測動作の内容が報知されることになる
。このため、給湯系が使用者にとって予測し得ない動作を不意に行い始めても、使用者は
驚くことがなく故障発生と誤解するおそれもない。しかも、上記非予測動作の内容の報知
が音声により行われるため、使用者に対しその聴覚及び知覚を通して確実に認識させるこ
とができ、使用者をして故障発生との誤解を招いたり不安感・不信感を抱かせたりするこ
とを確実に回避することができるようになる。その上に、リプレイスイッチを備えること
により、使用者の要求に応じて上記非予測動作の内容の報知と同じ音声報知が何度でも聴
けるようになり、使用者への報知度をより一層高めて装置側で行われている非予測動作が
何であるかの認識を使用者に確実に得させることが可能になる。
【００２２】
　特に、上記特定運転動作が洗浄運転の場合には、自動洗浄機能が作動すること及びその
作動する時期を使用者に認知させることができ、他の給湯栓からの出湯量が急減したり浴
槽内にお湯が落とし込まれてもそれらが洗浄運転に起因する現象であることを確実に知ら
しめることができる。しかも、自動洗浄が開始されることを予め認知することができるた
め、使用者の都合もしくは判断で洗浄をしてほしくない場合にはリモコンの停止スイッチ
によりその自動洗浄を停止することができるようになる。これにより、洗浄のための注湯
を省略して省エネルギー化に寄与し得る。又、上記特定運転動作が凍結予防運転の場合に
も、その凍結予防運転動作の実行が開始されること及びその実行される運転動作の内容が
音声により報知されて使用者に対し確実に認識させることができるようになる。
【００２３】
また、非予測動作報知手段の作動の実行・停止を選択的に切換える選択スイッチを設ける
ことにより、自動運転制御モードの内容を使用説明書等により認識している使用者は「オ
フ」に切換えて音声報知を停止させるようにする等、使用者の便宜となるように使用者の
意思によりオン・オフの選択切換えを行うことができるようになる。例えば深夜に入浴す
る場合等に特に便宜となる。
【００２４】
加えて、第２の発明の場合には、非予測動作報知手段が内蔵されたリモコン　として実現
させることができ、これにより、自動運転制御モードを有する既存の装置に対しリモコン
の交換もしくはリモコンの新設を行い上記自動運転制御モード等の制御回路との信号の入
出力のための接続を行うだけで上記の作用・効果を得ることができるようになる。
【００２５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２６】
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図１は、本発明の実施形態が適用される給湯系としての風呂釜付給湯器を示し、１００は
給湯用熱交換回路、２００は風呂用熱交換回路、３００はこれらを含む風呂釜付給湯器の
給湯，注湯，追い焚き等の種々の運転制御を行うコントローラである。また、図２はその
コントローラ３００の一部を構成し風呂用熱交換回路２００等の風呂側の運転制御を行う
風呂制御部を示し、４００は運転制御手段（風呂用）、５００は非予測動作判別手段、６
００は非予測動作報知手段、７００は浴室用リモコンである。なお、図１中３０１は台所
用リモコンである。
【００２７】
まず、図１の風呂釜付給湯器の基本構造について簡単に説明する。
【００２８】
上記給湯用熱交換回路１００は、一般家庭用水道管に接続された給水管路２１から給湯側
熱交換器２２に導入される水を給湯側燃焼バーナ２３の燃焼熱により加熱し、加熱後の湯
水を出湯管路２４を通して下流端の給湯栓２５まで出湯させるようになっている。上記給
水管路２１には、上記熱交換器２２に流入する流量を検出する入水量センサ２８と、その
流入する水の温度を検出する入水温度センサ２９とが配設されている。また、上記出湯管
路２４には、熱交換器２２から出湯する湯水の温度を検出する出湯温度センサ３０と、水
量調整弁３１と、上記給湯栓２５もしくは後述の風呂注湯管路４１に供給される湯水の温
度を検出する給湯温度センサ３２とが配設されている。
上記風呂用熱交換回路２００は、戻し管路３３から循環ポンプ３４の吸い込み作動により
追い焚き用熱交換器３５に戻される浴槽３６内の湯水を追い焚き側燃焼バーナ３７の燃焼
熱によりさらに加熱し、加熱後の湯水を往き管路３８を通して再び上記浴槽３６内に戻し
て循環・追い焚きさせるようになっている。上記循環ポンプ３４の吐出側（下流側）の戻
し管路３３には、水圧変動に基づき浴槽３６内の水位を検出する水位センサ３９と、追い
焚き側熱交換器３５に流入される湯水の温度を検出する風呂湯温センサ４０とが配設され
ている。
【００２９】
上記浴槽３６内への注湯は、上記出湯管路２４の下流側から分岐して上記循環ポンプ３４
の吸い込み側に連通する注湯管路４１を通して上記給湯用熱交換回路１００からの湯水が
供給されるようになっている。この注湯管路４１には、上記出湯管路２４との分岐位置か
ら戻し管路３３との合流位置にかけて、浴槽３６に注湯される湯水の流量を検出する注湯
量センサ４２と、開閉制御により注湯させる注湯用電磁弁４３と、浴槽３６側湯水の給湯
側への混入を防止する直列二段配置の逆止弁４４，４５とが順に配設されている。
【００３０】
なお、上記の各温度センサ２９，３０，３２，４０は例えばサーミスタにより構成すれば
よく、また、上記の入水量センサ２８もしくは注湯量センサ４２は例えば管路内の水もし
くは湯水の流れにより回転する羽根車の回転数検出により流量を検出するように構成すれ
ばよい。
【００３１】
給湯側及び追い焚き側の両燃焼バーナ２３，３７にはＬＰＧ（液化天然ガス）を燃料とす
る燃料供給管５５が接続され、この燃料供給管５５にはＬＰＧ源側から順に元栓としての
燃料用電磁弁５６と、供給量を調整する燃料用電磁比例弁５７とが配設されている。加え
て、この燃料供給管５５の下流端側には、追い焚き側燃焼バーナ３７への燃料供給を開閉
する電磁弁５８、及び、給湯側燃焼バーナ２３への燃料供給を開閉する電磁弁５９，６０
，６１が設けられている。そして、上記各燃焼バーナ２３，３７は送風ファン６２，６３
からの燃焼用空気の供給を受けて燃焼するようになっている。
【００３２】
次に、図２に基づいて風呂制御部の内容を説明する。
【００３３】
運転制御手段４００は、コンセントを電源に投入することにより制御が開始され、リモコ
ン７００からの個別の運転指令の出力を受けて注湯や追い焚き等の個別の運転制御を行う
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個別運転制御モードの他、各種の自動運転制御モードを備え、各モードに基づき運転制御
が行われるようになっている。
【００３４】
上記自動運転制御モードとしては、風呂自動運転モード４０１、洗浄運転モード４０２、
予約運転モード４０３、凍結予防運転モード４０４及びポンプ循環判定モード４０５の５
種類のものを有している。
【００３５】
風呂自動運転モード４０１は、使用者がリモコン７００の運転スイッチ７０１をＯＮにし
た状態でふろ自動スイッチ７０２のＯＮ操作及び湯温設定スイッチ７０３による湯温設定
を行うことを条件として実行され、この実行条件が成立すると注湯、追い焚き及び保温追
い焚き等の各特定運転動作が自動的に実行される。上記注湯は、給湯用熱交換回路１００
の燃焼制御と、注湯用電磁弁４３の開作動と、循環ポンプ３４の作動とにより、出湯管路
２４に出湯されたお湯を注湯管路４１、戻し管路３３及び往き管路３８を通して浴槽３６
に供給し、水位センサ３９により所定の水位に達するまで継続される。追い焚き、上記電
磁弁４３を閉作動して風呂用熱交換回路２００を燃焼制御することにより風呂湯温センサ
４０による検出温度が設定温度に達するまで浴槽３６内の湯水を循環加熱する。また、保
温追い焚きは、沸き上がり後の所定時間範囲で上記ふろ自動スイッチ７０２がＯＦＦ操作
されるまで行われ、風呂湯温が低下したら上記の追い焚きを行う一方、浴槽３６内の水位
が低下したら上記の注湯を行い足し湯をするようになっている。
【００３６】
洗浄運転モード４０２は、リモコン７００の運転スイッチ７０１がＯＮ状態でかつふろ自
動スイッチ７０２がＯＮ状態からＯＦＦ操作された状態で、水位センサ３９による浴槽内
の検出水位が例えば空焚き水位等の基準水位にしきい値（例えば２ｃｍ）を加算した水位
を下回ってから所定時間（例えば１０ｓｅｃ）内に上記基準水位以下になったことを条件
として実行される。この実行条件が成立すると、給湯用熱交換回路１００の燃焼作動と、
風呂用電磁弁４３の開作動と、循環ポンプ３４の作動とを行うことにより、出湯管路２４
からの湯水を所定量（例えば７リットル）だけ自動的に注湯し、戻し管路３３及び往き管
路３８内に残留している入浴後の汚れた湯水を浴槽３６に排出させるようになっている。
【００３７】
予約運転モード４０３は、リモコン７００の運転スイッチ７０１がＯＮ状態で予約スイッ
チ７０４のＯＮ操作、時刻設定スイッチ７０５による沸き上がりの予約時刻の設定及び湯
温設定スイッチ７０３による湯温設定を行われたことを条件として実行される。この実行
条件が成立すると、時計７０６からの現在時刻と上記予約時刻との監視を開始し、その現
在時刻が上記予約時刻から逆算して上記の風呂自動運転モード４０１による注湯から沸き
上がり完了までに要する必要時間前に到達したら上記風呂自動運転モード４０１と同様の
制御を自動的に開始させるようになっている。これにより、上記予約時刻には沸き上がり
が完了しているようにされる。
【００３８】
凍結予防運転モード４０４は、リモコン７００の運転スイッチ７０１がＯＦＦ状態であっ
てもコンセントを介して電源が投入された状態になっており、水位センサ３９による浴槽
３６内の検出水位が空焚き水位以上であること、風呂湯温センサ４０による検出温度が所
定温度（例えば２．５℃）以下であること、及び、追い焚き等の風呂制御が行われていな
いことを条件に実行される。実行条件が成立すると、循環ポンプ３４を作動して浴槽３６
内の湯水を戻し管路３３及び往き管路３８を通して循環させるようになっており、上記の
管路３３，３８の一部が屋外に配管されているような場合であっても浴槽３６の残湯を利
用して配管内の凍結を防止するようになっている。
【００３９】
ポンプ循環判定モード４０５は、水位センサ３９による浴槽３６内の検出水位が空焚き水
位に所定の水位（例えば４１０ｍｍ）を加算した水位以下であることを条件に実行される
。この実行条件が成立すると、循環ポンプ３４を所定時間（例えば２０ｓｅｃ）ずつ複数
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回作動させ、作動前と比較して検出水位が所定量以上変化すれば循環ポンプ３４は正常で
あると判定するようになっている。
【００４０】
以上の自動運転制御モード４０１～４０５の内、その自動運転制御モードが実行されると
循環ポンプ３４の作動音が急に生じ出したり浴槽３４内に意図しないタイミングでお湯が
落とし込まれたりというように使用者にとって予測し得ない非予測動作として認識され易
いものとしては、洗浄運転モード４０２、凍結予防運転モード４０４及びポンプ循環判定
モード４０５であり、これらの各モードによる運転動作が非予測動作として予め設定され
ている。
【００４１】
非予測動作判別手段５００は、上記の自動運転制御モード４０１～４０５のいずれかの実
行条件が成立した場合に、その成立してこれから実行されようとしている運転動作が上記
非予測動作に該当するか否かを判別するものである。具体的には、実行条件が成立したも
のが洗浄運転モード４０２、凍結予防運転モード４０４及びポンプ循環判定モード４０５
のいずれかに該当すればそれらに対応する運転動作を実行する前に非予測動作報知手段６
００による制御を行う一方、それ以外の風呂自動運転制御モード４０１もしくは予約運転
制御モード４０３であれば非予測動作報知手段６００による制御を行わずに対応する運転
動作の実行を許容するようになっている。
【００４２】
非予測動作報知手段６００は、上記の洗浄運転モード４０２、凍結予防運転モード４０４
及びポンプ循環判定モード４０５のいずれかが実行される前に、そのような運転動作の実
行が開始されること及びその実行される運転動作の内容を音声ガイドにより報知するよう
になっている。具体的には、複数種類の音声ガイド情報が記憶された音声情報メモリ６０
１と、実行される運転動作に対応する音声ガイドを上記音声上方メモリ６０１から読み込
んで合成音声信号に変換する音声変換回路６０２と、この音声変換回路６０２から出力さ
れる合成音声信号に基づき音声ガイドを合成音声により出力（報知）するスピーカ６０３
と、出力された音声ガイドを再度出力する要求指令を上記音声変換回路６０２に対し出力
して上記スピーカ６０３から出力させるリプレイスイッチ６０４とを備えている。
【００４３】
また、上記非予測動作報知手段６００による音声報知を作動もしくは強制停止に選択的に
切換えする選択スイッチ６０５が、上記スピーカ６０３とリプレイスイッチ６０４と共に
リモコン７００に設けられている。
【００４４】
以上説明した内の水位センサ３９、風呂湯温センサ４０、注湯量センサ４２、及び、リモ
コン７００の各種スイッチ７０１～７０５が給湯系としての風呂釜給湯器の状態を検出す
る状態検出手段８００を構成する。
【００４５】
上記リモコン７００は、図３に例示するように本体ケース７１０の上部に液晶の表示部７
２０が設けられ、運転スイッチ７０１がその横端位置に配設されている。そして上記表示
部７２０の下位置にふろ自動スイッチ７０２と、個別の運転指令を入力するための追い焚
きスイッチ７１１と、台所用リモコン３０１を呼び出す呼出スイッチ７１２と、スピーカ
６０３と、リプレイスイッチ６０４とが並んで配設されている。
【００４６】
また、上記表示部７２０の直ぐ横位置には設定温度等の数値を変更設定するための一対の
変更ボタン７１３，７１４が配設される一方、各種設定の種類を選択切換えするための設
定ボタン７１５が直ぐ下の位置に配設されている。この設定ボタン７１５を押す度に表示
部７２０内のバー表示７１６が上下に移動して設定対象を「給湯」、「ふろ温度」、「ふ
ろ湯量」、あるいは、図示省略の予約時刻などのメニューから選択し得るようになってい
る。そして、「ふろ温度」にバー表示７１６を移した状態で変更ボタン７１３もしくは７
１４を押すことにより表示部７２０に表皮されたふろ温度の「４０℃」の数値を変更し得
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るようになっている。この設定ボタン７１６及び変更ボタン７１３，７１４が湯温設定ス
イッチ７０３、予約スイッチ７０４、時刻設定スイッチ７０５等の機能を兼ねている。
【００４７】
さらに、運転スイッチ７０１をＯＦＦにした状態で上記変更ボタン７１３もしくは７１４
を押すことにより選択メニュー画面が表示部７２０に表示され、その選択メニューの一部
に選択スイッチ６０５の入力画面が表示されるようになっている。そして、当初設定がＯ
Ｎ状態となっている選択スイッチ６０５の入力画面においてＯＦＦを選択して設定ボタン
７１５を押すことによりＯＮからＯＦＦへの切換えが行えるようになっている。
【００４８】
次に、上記非予測動作判別手段５００及び非予測動作報知手段６００による制御を図４の
フローチャートに基づいて説明する。
【００４９】
コンセントを介して電源が投入されることにより制御が開始され、ステップＳ１では選択
スイッチ６０５がＯＮ状態であることの判別を、ステップＳ２では自動運転制御モードの
実行条件が成立したことの判別を、及び、ステップＳ３では実行条件が成立したモードに
より実行される特定運転動作が非予測動作に該当することの判別をそれぞれ行う。そして
、いずれか一つの判別が「ＮＯ」であれば上記非予測動作報知手段６００等による音声報
知制御を行わずに運転制御手段４００による運転制御を行う。
【００５０】
一方、上記の全ての判別が「ＹＥＳ」の場合にはステップＳ４に進み、ステップＳ４で実
行条件が成立する非予測動作に対応する音声ガイド情報を音声情報メモリ６０１から読み
込んで音声変換回路６０２を介してスピーカ６０３により出力させる。洗浄運転モード４
０２の場合には例えば「ただいまから、洗浄運転を自動で行います。」、あるいは、これ
に続けて「少しすると、浴槽内に残湯が流れ込みます。また、給湯栓の湯量が低下するこ
とがあります。」というような音声ガイドをスピーカ６０３から１回もしくは複数回繰り
返して出力させる。この音声ガイド情報の出力の後に、ステップＳ５では対応する自動運
転制御モードによる非予測動作の運転制御の実行を許容する。
【００５１】
また、図４には図示していないが、ステップＳ４による音声ガイドの報知の後にリプレイ
スイッチ６０４のＯＮ信号（リプレイ要求信号）が入力すれば、上記ステップＳ４と同じ
内容の処理を実行するようになっている。
【００５２】
上記のステップＳ３が非予測動作判別手段５００を構成している。
【００５３】
＜他の実施形態＞
なお、本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、その他種々の実施形態を包含す
るものである。すなわち、上記実施形態では、非予測動作報知手段６００の一部の構成要
素６０３，６０４のみをリモコン７００に内蔵させているが、これに限らず、非予測動作
報知手段６００の全ての構成要素６０１～６０４を、あるいは、それに加えて非予測動作
判別手段５００をもリモコン７００に内蔵させるようにしてもよい。
【００５４】
上記実施形態では非予測動作として洗浄運転動作、凍結予防運転動作及びポンプ循環判定
動作を予め設定した例を示したが、これに限らず、運転制御手段が使用者にとって予測し
得る動作以外の動作であって非予測動作であると考えられる動作を自動運転制御モードに
より行わせるように構成されている場合には、その非予測動作と考えられる動作に対して
も音声ガイドを報知するようにしてもよい。
【００５５】
上記実施形態の非予測動作報知手段６００による音声ガイドの出力に併せて、同じ内容の
文字情報をリモコン７００の表示部に表示させてもよい。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の実施形態が適用される風呂釜付給湯器の全体構成図である。
【図２】風呂制御部についてブロック構成図である。
【図３】リモコンの正面図である。
【図４】音声報知に係る制御フローチャートである。
【符号の説明】
３９　　　　　水位センサ（状態検出手段）
４０　　　　　風呂湯温センサ（状態検出手段）
４２　　　　　注湯量センサ（状態検出手段）
４０１　　　　風呂自動運転モード（自動運転制御モード）
４０２　　　　洗浄運転モード（自動運転制御モード）
４０３　　　　予約運転モード（自動運転制御モード）
４０４　　　　凍結予防運転モード（自動運転制御モード）
４０５　　　　ポンプ循環判定モード（自動運転制御モード）
５００　　　　非予測動作判別手段
６００　　　　非予測動作報知手段
６０３　　　　スピーカ
６０４　　　　リプレイスイッチ
６０５　　　　選択スイッチ
７００　　　　リモコン（リモートコントローラ）
７０１　　　　運転スイッチ（状態検出手段）
７０２　　　　ふろ自動スイッチ（状態検出手段）
７０３　　　　湯温設定スイッチ（状態検出手段）
７０４　　　　予約スイッチ（状態検出手段）
７０５　　　　時刻設定スイッチ（状態検出手段）
８００　　　　状態検出手段
【図１】 【図２】
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